
研
究
発
表
は
、
「
仏
教
と
教
育
の
諸
問
題
」
を
共
同
研
究
課
題
と

し
て
、
各
大
学
の
代
表
者
に
よ
り
、
次
の
通
り
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

○
理
事
懇
親
会
（
十
月
二
十
二
日
）

学
術
大
会
の
前
夜
、
加
盟
各
大
学
の
理
事
を
招
待
し
て
、
理
事
懇

親
会
を
端
場
坊
で
開
催
し
た
。
本
学
の
藤
井
日
静
学
長
か
ら
歓
迎
の

辞
が
述
べ
ら
れ
、
西
部
常
務
理
事
の
挨
拶
が
あ
り
、
終
始
な
ご
や
か

な
う
ち
に
終
了
。

○
学
術
大
会
（
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）

昭
和
四
十
五
年
度
の
日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会
が
、
十
月
二
十
三

日
・
二
十
四
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
身
延
山
短
期
大
学
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
が
こ
の
学
会
の
開
催
校
と
な
っ
た
の
は
、
二

度
目
で
あ
る
が
、
今
回
は
十
月
二
十
二
日
の
理
事
懇
親
会
を
含
め
て

次
の
通
り
三
日
間
の
日
程
で
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
。

日
本
仏
教
学
会

学
会
彙
報

十
月
二
十
三
日
（
金
）

第
一
会
場
（
二
○
四
号
室
）
九
時
三
十
分
’
十
二
時

一
、
学
問
寺
の
変
遷
金
岡
秀
友
（
東
洋
大
）

二
、
禅
林
に
お
け
る
作
務
教
育
に
つ
い
て
平
田
高
士
（
花
園
大
）

三
、
近
代
曹
洞
宗
に
お
け
る
随
身
制
横
井
覚
道
（
駒
沢
大
）

ｌ
全
人
格
的
教
育
’

四
、
善
知
識
に
つ
い
て
坂
東
性
純
（
大
谷
大
）

五
、
山
家
学
生
式
の
一
私
見
森
観
涛
（
叡
山
学
院
）

午
後
の
部
十
三
時
’
十
六
時

一
、
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
教
育
的
人
間
観
竹
内
明
（
仏
教
大
）

二
、
ナ
ー
マ
サ
ン
ギ
ー
テ
イ
に

蜜
波
羅
圭
之
助
（
東
北
大
）

お
け
る
伝
達
に
つ
い
て

三
、
一
乗
思
想
展
開
の
一
考
察
佐
々
木
孝
憲
（
立
正
大
）

四
、
身
延
山
に
お
け
る
植
林
教
育
に
林
足
幹
（
身
延
山
短
大
）

つ
い
て

五
、
日
蓮
聖
人
の
門
弟
教
育
と

渡
辺
宝
陽
（
立
正
大
）

教
学
の
継
承

六
、
原
始
仏
教
に
お
け
る
教
育
思
想
水
野
弘
元
（
駒
沢
大
）

第
二
会
場
（
三
○
一
号
室
）
九
時
三
十
分
’
十
二
時

一
、
教
育
政
策
と
仏
教
末
光
議
史

ｌ
幼
稚
園
教
育
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
（
駒
沢
女
子
短
大
）

二
、
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
師
今
西
順
吉
（
北
海
道
大
）
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三
、
ヨ
ー
ガ
行
法
に
お
け
る
知
と
行
高
木
評
元
（
高
野
山
大
）

四
、
法
華
経
に
お
け
る
格
例
法
に
つ
い
て
戸
田
宏
文
（
九
州
大
）

五
、
文
武
ｌ
・
ハ
ラ
モ
ン
と
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
原
実
（
東
京
大
）

午
後
の
部
十
三
時
’
十
六
時

一
、
援
助
的
人
間
関
係
に
お
け
る
経
験
・
意
識
・
表
現
の
一
致
に
つ

い
て
西
光
義
激
（
竜
谷
大
）

二
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
問
題
斉
藤
昭
俊
（
大
正
大
）

三
、
教
育
作
用
に
お
け
る
仏
教
的
要
素

太
田
祐
周
・
大
竹
鑑
（
大
谷
大
）

四
、
宗
門
大
学
の
使
命
長
安
章
俊

ｌ
京
都
女
子
大
学
の
場
合
を
中
心
と
し
て
１
（
京
都
女
子
大
）

五
、
本
願
寺
に
お
け
る
特
殊
教
育

織
田
顕
信
（
同
朋
大
）

ｌ
明
治
期
を
中
心
に
’

六
、
仏
教
の
も
つ
教
育
的
課
題
山
崎
昭
見
（
竜
谷
大
）

十
月
二
十
四
日
（
土
）

第
一
会
場
九
時
三
十
分
’
十
二
時

一
、
近
世
初
期
に
お
け
る
浄
土
宗
の
教
育
玉
山
成
元
（
大
正
大
）

ｌ
特
に
十
八
植
林
の
成
立
を
中
心
に
’

二
、
近
代
中
国
に
お
け
る
僧
教
育
に
つ
い
て
牧
田
諦
亮
〔
京
都
大
）

三
、
浄
土
教
的
人
間
形
成
香
川
孝
雄
（
仏
教
大
）

第
二
十
三
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
は
、
十
月
二
日
三
日
の
両
日

に
わ
た
り
、
本
学
を
会
場
と
し
て
、
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
目
の
十
月
二
日
は
午
前
八
時
半
か
ら
、
大
講
堂
に
お
い
て

開
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
室
住
一
妙
会
長
の
挨
拶
に
始
っ
て
、
本
学

四
、
仏
教
精
神
と
教
育
塚
越
千
代
巳
（
種
智
院
大
）

第
二
会
場
九
時
三
十
分
’
十
二
時

一
、
阿
闇
梨
と
弟
子
に
つ
い
て
高
田
仁
覚
（
高
野
山
大
）

二
、
教
育
体
系
と
し
て
の
仏
教
藤
田
清
（
四
天
王
寺
女
子
大
）

○
理
事
会
（
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）

理
事
会
は
、
研
究
発
表
の
お
こ
な
わ
れ
た
二
十
三
日
と
二
十
四
日

の
両
日
に
わ
た
り
、
本
学
の
会
議
室
に
お
い
て
、
正
午
よ
り
一
時
ま

で
の
間
に
開
催
さ
れ
た
。

議
題
は
「
次
年
度
開
催
校
の
件
」
や
「
統
一
研
究
テ
ー
マ
の
件
」

な
ど
で
、
昭
和
四
十
六
年
度
は
、
京
都
の
仏
教
大
学
で
、
「
仏
教
と

政
治
・
経
済
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
決
っ

た
。

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
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長
井
氏
の
御
発
表
の
あ
と
、
質
問
時
間
の
時
二
之
部
師
が
立
っ
て

宗
務
院
に
上
申
し
た
ら
と
う
か
？
と
い
う
提
議
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

々
長
藤
井
日
静
総
裁
、
立
正
大
学
長
坂
本
日
深
顧
問
等
の
挨
拶
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
っ
て
、
研
究
発
表
に
入
っ
た
。

午
後
は
一
時
半
よ
り
、
「
教
間
論
」
の
共
同
テ
ー
マ
で
、
尚
橘
尭

慧
師
・
丸
山
照
雄
師
・
三
瓶
嶺
厚
師
の
三
講
師
に
よ
る
特
別
発
表
が

あ
っ
た
。
教
団
論
に
つ
い
て
、
活
溌
な
質
疑
応
答
も
あ
り
、
熱
の
こ

も
っ
た
研
究
大
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
五
時
よ
り
会
員
懇
親
会
が

開
か
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
内
に
第
一
日
目
を
終
え
、
翌
二
日
目
は

午
前
中
一
般
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
岐
後
に
立
正
大
学
仏
教
学
部
長

野
村
耀
昌
副
会
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
二
日
間
に
わ
た
る
大
会

を
終
了
し
た
。

尚
、
二
日
目
に
長
井
弁
順
師
が
、
「
三
秘
の
序
列
に
つ
い
て
」
と

い
う
注
目
す
べ
き
発
表
を
お
こ
な
い
、
閉
会
後
も
有
志
に
よ
る
研
究

協
議
が
な
さ
れ
た
。
（
上
田
・
記
）

「
三
秘
序
列
に
つ
い
て
」

室
住
一
妙

之
は
よ
く
吟
味
し
て
か
ら
善
処
す
る
よ
う
、
こ
の
大
会
終
了
後
に
有

志
者
に
お
話
し
相
い
を
願
い
た
い
と
頼
ん
だ
、
が
然
し
、
残
っ
た
人

は
矢
谷
・
浦
上
・
疋
田
・
室
住
の
四
名
。
そ
の
と
き
の
識
に
本
い
て

資
料
を
リ
コ
ピ
ー
に
し
て
送
っ
て
意
見
を
求
め
た
。
し
か
し
、
特
に

意
見
を
よ
せ
る
人
は
な
か
っ
た
。
つ
い
で
の
時
に
茂
田
井
先
生
に
会

う
て
日
教
研
の
御
意
見
を
話
し
て
も
ら
う
。
「
長
井
師
の
説
は
一
往

も
っ
と
も
で
、
研
究
の
参
考
に
は
な
る
が
、
そ
れ
で
す
ぐ
と
、
「
宗

義
大
綱
」
を
改
訂
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
あ
の
順
は
た
だ
説
明
上
の

便
宜
に
止
ま
る
も
の
で
、
強
い
て
押
し
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
だ

か
ら
長
井
師
の
本
門
戒
壇
の
義
分
の
内
容
は
よ
い
点
は
包
容
で
き
よ

、
フ
。
云
々
」

そ
こ
で
、
こ
こ
ま
で
扱
う
て
き
た
私
一
個
の
意
見
と
し
て
は
、

「
三
秘
と
戒
壇
」
の
問
題
は
事
、
重
大
で
あ
る
か
ら
、
聖
誕
七
五
○

を
記
念
し
て
、
毎
年
、
ま
じ
め
な
研
究
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
念
願
す
る
。

な
お
、
直
接
参
考
資
料
と
し
て
り
コ
ピ
ー
し
て
送
附
し
た
も
の
は

一
、
長
井
師
の
今
回
の
発
表
論
文
、

二
、
全
師
の
楼
神
廿
五
号
掲
載
の
「
本
門
戒
壇
の
性
格
」
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三
、
全
師
が
昭
和
四
十
四
年
十
月
四
日
付
茂
田
井
教
亨
教
授
に
質

問
書
を
出
さ
れ
た
、
そ
の
返
書
。
（
十
月
廿
七
日
付
）

四
、
宗
務
院
発
行
「
宗
義
大
綱
」
の
「
三
秘
」
の
項
四
頁
。

以
上
で
あ
る
。

第
二
十
一
回
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
学
術
大
会
は
、
花
園
大
学

を
当
番
校
と
し
て
、
七
月
十
一
日
、
十
二
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
開

催
さ
れ
第
一
部
会
か
ら
第
八
部
会
に
わ
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な

研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
、
日
蓮
教
学
に
お
け
る
浄
土
と
微
土

上
田
本
昌

⑤
本
誌
は
「
会
員
制
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
饗
は

年
額
千
円
で
す
。
発
行
の
つ
ど
同
封
の
振
替
用
紙
を

ご
利
用
の
上
、
ご
送
金
下
さ
い
。

＠
お
知
り
合
い
の
方
々
の
中
で
、
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
下
さ
る
よ
う
お
勧
め
下

弐
一
い
。 ｌ

お
願
い
Ｉ

(”6）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会


